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福与中村遺跡2号住居址出土土器・内面赤色顔料付着状況



箕輪町は、伊那谷の北部にあり、東西に聾える山々と、町の中央を南に流れる天竜川、そして河岸段

丘に代表される複雑な地形とが織りなす、水と緑の自然あふれる美しい所であります。進か先史の頃よ

り、川や湧水などの水辺に人々が暮らしはじめ、そして先人たちの長年にわたる努力の積み重ねによっ

て、今日の箕輪町へと発展してきました。町内にはその証ともいえる歴史と文化を今に伝える、数多く

の文化遺産があります。その中でも私たちの目に触れることのできない、未知なるものがまだ多く埋も

れているのが、遺跡、古墳などの埋蔵文化財であります。

今回の調査は、長野県上伊那地方事務所が事業主体となる県単農道整備事業福与地区に先立って、町

教育委員会が平成9、10年度の2カ年で実施した、福与中村と福与城東の両遺跡の緊急発掘調査です。

調査の結果、学術的に町の歴史を知るうえで、貴重な資料を得ることができました。

内容につきましては、本書の中で詳細に記してあります。多くの皆さまに広く活用され、郷土の歴史

解明の一助となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、今回の事業に際しまして、ご理解ご協力をいただきました上伊那地方事務所を

はじめ、福与区並びに地域住民の皆さま、調査関係者の方々に、本書の刊行をもちまして心から感謝申

し上げます。

箕輪町教育委員会

教育長　藤沢健太郎



例

1本書は、平成9・10年度に実施した、長野県上伊那郡箕輪町大字福与1，244番地他に所在する福与中

村遺跡と、同1，687番地他に所在する福与城東遺跡の緊急発掘調査報告書である。

2　発掘調査は、長野県上伊那地方事務所より委託を受けて、箕輪町教育委員会が行ったものである。

3　本書の作成にあたり、作業分担を以下のとおり行なった。

遺物の洗浄・注記一井沢　はずき、小松　峰人、後藤　主計、山田　武志、宮下　容子

遣物の接合・復元一井沢　はずき、福沢　幸一、宮下　容子

遺構図の整理・トレースー井沢　はずき、根橋　とし子

遺物の実測・拓本・トレースー井沢　はずき、根橋　恭子、根橋　とし子、宮下　容子

挿図作成一赤松　茂、根橋　とし子

写真撮影・図版作成一赤松　茂、後藤　主計、伯者原　正、藤沢　具明

4　本書の執筆は、赤松　茂、根橋　とし子が行った。

5　本書の編集は、赤松　茂、井沢　はずき、根橋とし子、福沢幸一、宮下容子が行った。

6　出土遺物及び図版類は、すべて箕輪町教育委員会が保管している。

7　調査及び本書の作成にあたり、下記の方々並びに機関からご指導ご協力をいただいた。記して感謝

申し上げる。

個人一小平和夫、福島　永、三浦一成、三浦正次、三浦正芳

機関一長野県教育委員会文化財保護課、伊那教育事務所、福与区

凡 例

1挿図の縮尺率は、各図の右角またはスケールに表示し、各図の種別ごとに統一している。

2　土層及び土器の色調は、『新版　標準土色帖』を用いて記してある。

3　土器実測図における土器の接合状況は、観察できるもののみ断面に表示してある。

4　遺構実測図中におけるスクリーントーン表示は、以下のものを表す。

一石断面 ー焼土

5　土器実測図中におけるスクリーントーン表示は、以下のものを表す。

匪国一赤色顔料付着状況

6　図版（出土遣物）の数字は、図版番号と遺物番号を表す。

例……「7－1」は「第7図の1」である。
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第I章　発掘調査の概要

第1節　調査に至る経過

福与中村遺跡と福与城東遺跡が所在する箕輪町福与区は、箕輪町の南東に位置する。この地には、中

世末期に伊那谷北部で勢力を振るった藤沢氏の居城である福与城があり、当地城のみならず町を代表す

るシンボル的な文化財として位置づけられ、現在長野県史跡として現状保存されている。

平成6年度の公共機関による開発事業計画において、長野県上伊那地方事務所が主体者となる、当地

をほぼ南北に縦断する県単農道整備事業福与地区（通称ふるさと農道）の提示を受け、計画路線にかか

る埋蔵文化財の保護協議を、開発主体者と県教育委員会、町教育委員会の三者間で行ってきた。計画路

線では、3遺跡と福与城の史跡指定箇所の一部に及ぶことから、平成7年度から事業の進行状況に併せ、

随時協議を重ねながら各遺跡の記録保存を目的とした緊急調査を実施することとなった。なお、平成7

年度には既には場整備が行われている福与大原遺跡において工事立会いを実施したが、遺構・遺物等が

認められなかった。

第1図　調査位置図（1：25，000）
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平成9・10年度には、長野県上伊那地方事務所より委託を受けて、町教育委員会が新たに調査団を結

成し、福与中村遺跡と福与城東遺跡の試掘調査と発掘調査を実施し、それぞれ整理作業も行ってきた。

そして、平成11年3月をもって本書の刊行に至った。

第2節　調　査　概　要

1遺　跡　名　　福与城東遺跡（長野県上伊那郡箕輪町大字福与1，687番地他）

福与中村遺跡（長野県上伊那郡箕輪町大字福与1，244番地4他）

2　委　託　者　　長野県上伊那地方事務所長　那須野安雄

3　委託契約日　　平成9年8月29日（変更契約日一同年12月25日）

平成10年7月27日（変更契約日一平成11年2月15日）

4　事業期間　　平成9年度　9年9月8日～10月8日（調査）10月9日～10年3月24日（整理）

平成10年度10年9月11日～12月24日（調査）11年1月4日～3月24日（整理）

5　事　務　局　　教育長　　藤沢健太郎

参　　事　　柴　登巳夫（箕輪町郷土博物館館長）

主　　幹　　唐沢喜美子

副主幹　　赤松　茂（同館学芸員）

主　　査　　柴　秀毅（同館学芸員）

臨時職員　　酒井　峰子（9年度）

6　調　査　団　　団　　長　　藤沢健太郎

副　団長　　柴　登巳夫

担当者　　赤松・茂

調査員　　根橋　とし子　　福沢　幸一

団　　員

9年度　井沢はずき

遠藤　茂

倉田　千明

田中　忠男

宮下　容子

10年度　井沢はずき

伊藤　裕康

大槻　泰人

小松　峰人

洞口　秋人

泉沢徳三郎　　伊藤　誠　　井上　武雄

大槻　茂範　　大槻　泰人　　片桐　勇

桑原　篤　　後藤　主計　　小松　峰大

堀　五百治　　堀内　昭三　　松田　貫一

向山幸次郎　　山田　武志

泉沢徳三郎　　市川　俊男　　井上　武雄

井上　隆次　　遠藤　茂　　大槻　茂範

片桐　勇　　桑原　篤　　後藤　主計

田中　忠男　　藤沢　具明　　伯者原　正

堀　五百治　　堀内　昭三　　松・田　貫一

宮下　容子　　向山幸次郎　　山田　武志
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第3節　調　査　日

平成9年度

9月8日～23日　面遺跡の調査に向けた準備作業を行う。

9月24－26日　両調査地に試掘のトレンチ及びグリッドを

設定し、掘削を行う。

9月29・30日　福与中村遺跡の土層断面測量及び写真撮影

を行う。福与城東遺跡はグlトソドの掘削を続ける。

10月1日　福与城東遺跡の土層断面測量と写真撮影を行う。

10月2日～8日　両遺跡の全体測量と、写真撮影を行う。終了した箇所から随時埋め戻しを行う。機

材を撤収し調査を終了した。

平成10年度

9月11・12日　福与中村遺跡の第2次調査開始。機材を搬入し、調査地は重機により表土除去作業を

実施する。

9月14－18日　遺構上面確認作業を行い、検出した各遺構の掘りを進める。

9月21日～10月2日　検出遺構の測量・写真撮影を行う。

10月5日　全体測量・全体写真撮影を行い、機材を撤収し、調査を中断する。

12月4・5日　調査再開。調査地は重機により表土除去作業を実施する。

12月9・10日　遺構上面確認作業を行い、検出した各遺構

の掘りを進める。

12月11－22日　各遺構の掘りを進め、随時検出遺構の測

量・写真撮影を行う。

12月24日　検出遺構の測量・写真撮影を行う。

機材を撤収し、本日で調査を終了する。
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第II章　遺跡の環境

第1節　地形と地質

箕輪町は、東は南アルプス、西は中央アルプスに挟まれた、南北70kmにも及ぶ伊那盆地の北部に位置

する。また諏訪湖を源とし、盆地の中央低地帯を南に流れる天竜川によって、町はほぼ東西に二分され

た形となっている。盆地は、天竜川の低地から両アルプスの山頂に至って、大起伏地帯となっており、

その景観から「伊那谷」と呼ばれる。

伊那谷は本州内陸部の中でも多くの活断層が分布し、約10km幅にそれが集中する、極めて活動的な構

造盆地であることがわかっている。この地形は、第四期の地殻変動によって造り上げられた。

箕輪町を含む上伊那北部の竜西（天竜川の略称で、東側は「竜東」と呼ぶ）地域では、天竜川の各支

流から押し出された土石流が重なり会い、現在の複合扇状地が形成された。竜西扇状地は、伊那谷でも

最も広いが、これは、上伊那南部の扇状地による土砂が天竜川をせき止めたことと、中央アルプスと交

差する境峠断層により、中央アルプスの主要部が大きく西へ移動し、同様に経ヶ岳山麓の活断層帯も西

へ崩れたため平な盆地が造られたという二つの理由により、両アルプスから搬出された砂や礫が盆地内

に蓄えられたためとされている。

その後、扇状地が浸食され、田切地形と呼ばれる深い谷状の特徴的な地形が生れた。箕輪町でも天竜

川に注ぐ桑沢、北の沢、深沢、帯無などの各中小河川の扇状地扇端部にをれを観ることができる。

上空より遣跡地を望む（調査前）
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第2図　地形観察図（1：100，000）

次に、箕輪町のもう一つの特徴的な地形景観である段丘に目を向けると、竜西地区では、天竜川より

2ないし3列からなる、階段状の崖として確認できる。伊那谷各地でみられるこの段丘崖は、以前は天

竜川が形成した河岸段丘と考えられていたが、現在では活断層の断層運動にて造りだされた断層崖とい

うことが各地で確認されている。箕輪町でも、局地的な地質調査が進めば、この段丘がどのように形成

されたかわかるであろう。一方竜東地区では、唯一沢川の造りだした扇状地の南側だけが平坦な地形で

ある。ほかの地域は、山が近いせいもあり、変化に富んだ地形を造り上げている。特に最南端の福与地

区では、天竜川に流れ込む中小河川が、小規模な扇状地を掘り込んだ結果、丘陵地形が配列し、地形変

化を更に複雑にしている。しかしながら、現在では構造改善が進み、そういった地形の複雑な変化は、

古い写真や地図で確認できるだけという場合が多く、一元の地形を推測するのは難しくなってきている。

地形と同じように地質の面に置いても竜東と竜西では非対照的で、基盤岩の質も異なる。竜東側では

基盤岩を覆っている被覆屑は、比較的浅く、断片的であるため、支流の谷沿いには基盤岩が広く露出し、

天竜川まで続いている。竜西側では、竜東に比べ被覆層が厚いため、基盤岩の露出は少ない。また御岳

テフラの終息期以後も、各支流より礫の押し出しが続き、後氷期の黒ボク土までを含む土壌と砂礫が混

合して、扇状地の地形が続いたとされる。

今後箕輪町においても、遺跡を理解するために更に詳しい地質調査が必要となるであろう。

引用・参考文献

伊那市教育委員会・上伊那地方事務所　小黒南原・伊勢並遺跡　緊急発掘調査1992．3

松島　信幸　伊那谷の造地形史　伊那谷の活断層と第四期地質1995．3．31
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第2節　歴　史　環　境

箕輪町は、東西の複合扇状地を流れる中小河川と段丘下の湧水など、水源に恵まれており、先史より

人が暮らしやすい格好の場が多い。町内には先人たちが残した足跡ともいうべき多くの遺跡が散在し、

現在のところ包蔵地182箇所、古墳27基、城跡13箇所が確認され、上伊那郡下において屈指の遺跡地帯と

して知られている。

遺跡の多くは前述のとおり、段丘及び扇状地に立地しており、特に竜西の遺跡の分布状況は、2から

3段になる段丘の突端部、中小河川の両岸、山裾など、ほぼ3箇所にみられる。本年までに実施された

発掘調査例を中心に概観してみると、縄文・弥生・古墳・奈良・平安の各時代の集落址や墓城を中心と

した生活の痕跡、さらに町の南部の氾濫源に広がる箕輪遺跡に代表される、稲作の痕跡をみせる生産遺

跡も確認されている。

今後、これらの遺跡を保護していくためにも、一帯における開発には十分注意をしていく必要がある。

第1表　周辺遺跡一覧表

遺 跡

番号
遺跡 名 所 在 地

時　　　　 代
立　　 地 地　　 目 備　　　　 考

旧 縄 弥 古 奈 平 中 近

166 福与城　 東 福与 ○ ○ ○ ○ 扇央～端 宅地 ・畑

168
ふく　よ　なか　むら
福 与 中 村 ／／ ○ ○ ○ 扇頂 宅地 ・畑

161 小　 学 校 庭 三 日町 ○ 平地 宅地

163
LL　　　　　　 がき
鹿　　　 垣 福与 ○ ○ ○ ○ 台地 宅地 ・畑

164
LL　がき　みなみ
鹿　 垣　 南 ／／ ○ 扇頂 ～央 宅地 ・畑 ・田

165
ふく　　よ　　じよう

．福　 与　 城
／／ ○ ○ ○ ○ 段丘突端 畑 ・史跡公 園 県史跡、城跡含む

167
はん　　　の　　　き
判　 の　 木 ／／ ○ ○ ○ ○ 扇央 一端 宅地 ・畑

169
きつね　がい　　と
狐　 垣　 外 ／／ ○ ○ ○ ○ ○ 扇頂 畑

17P
に　　　ほん　　まつ
二　 本　 松 ／／ ○ ○ 段丘突端 宅地 ・畑 円海塚含む

171
はん　の　　き　みなみ
判 の 木 南 ／／ ○ ○ ○ ○ 扇央 畑 ・田

172
きた　　がい　　 と
北　 垣　 外 ／！ ○ ○ ○ ○ 段丘突端 宅地 ・畑

173
つ　　　の　　　き
卯　 の　 木 ／！ ○ ○ ○ 段丘突端 宅地 ・畑

174
くろ　　つ　　ばら
黒　 津　 原 ／／ ○ ○ ○ ○ ○ 段丘突端 畑

175
じよう　　　　　 きん
上　　　 金 〃 ○ ○ ○ 段丘突端 畑 調 一昭6 1

176
や　　　た　　　じり
矢　 田　 尻 ／／ ○ ○ ○ 段 丘突端 畑

177
や　　　　　　　 だ
矢　　　 田 ／／ ○ ○ ○ 段丘突端 畑

178
うえ　　の　　やま
上　 の　 山 ／／ ○ ○ ○ ○ ○ 段丘突端 畑

179
ふく　　　　　　　はら
福　　　 原 ！／ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 扇央 宅地 ・畑 調一昭 52

180
ふく　よ　おお　はら
福 与 大 原 ／／ ○ ○ ○ ○ ○ 扇央 宅地 ・畑 調一昭 53

181
ごう　　　　　　 ぎわ
郷　　　 沢 ！／ ○ ○ ○ ○ 扇頂～央 宅地 ・畑 調 一平 3

182
いし　　　　　ぼとけ
石　　　 仏 〃 ○ ○ ○ ○ 扇頂 宅地 ・畑

208 大 塚 古 墳 ／／ ○ 段丘突端 宅地 （消滅）

－6－



第3図　周辺遺跡分布図（1：10，000）
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第III章　福与城東遺跡の調査

第1節　調査方法と結果概要

今回実施した調査地は、長野県指定史跡「福与城跡」の東方に位置する、鎌倉沢を挟んだ台地の先端

部にあたり、推定される遺跡包蔵地の隣接する箇所である。遺跡地は、大規模な構造改善によってその

範囲が不明確な点もあり、自然地形が残る本箇所において、その範囲を探るためにも大きな意味をもつ

ものであった。調査は、事業によって削り取られる僅か105mzの範囲内において、1．5m四方のグリッド

を7か所設定し、遺構及び遺物の有無を確認するため手掘りによる試掘を行った。

その結果、上部はほぼ一定した深さでの耕作土の他、部分的に樹木の抜根によるものと思われる撹乱

層がみられ、その下部は2～4層からなる黒褐色及び赤褐色の自然堆積層を、最下部には黄褐色のテフ

ラ層を確認した。また、各層とも花崗岩が風化したと思われる長石・石英・雲母等の粗砂を多く含んで

いた。なお、各グリッドごとにテフラまでの深さの違いがみられたが、地形の僅かな起伏によるものと

判断した。また遺構の検出には至らなかった。

遺物は、縄文前期と晩期の特徴を示す土器片が数点と、使用痕のある黒曜石片（1）及び打製石斧

（2、3）が出土している。

よって本調査地は、近隣に前述する時期の遺物を包含する集落跡等の遺跡包蔵地が存在する可能性は

示唆できるものの、あくまでも遺物散布地として判断し、面的な発掘調査は実施を見送った。

「、」

1　　〉

㌦
　
都

掃射
、
、
、
ヽ

＼

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ
ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ

ヾ

第4図　福与城東遺跡調査区設定図（1：25，000）
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旦722．4m　　　旦′　　　　　　旦722．7m　　　旦′

く≒二三二
－－　　　　一一′lt一一　－

＿＿＿三＿耳カクラン

カクラン迦走＝

三三一∴＿′一

5

旦722．4m　　　旦′

カクラン＼三も⊥＿＿

表＝＝

1層7．5YR4／3（褐色）　耕作土

2層7．5YR3／1（黒褐色）　径0．1－0．5cmの粗砂（花崗岩風化砂）を20％含む。

3層7．5YR3／1（黒褐色）5YR3／6（暗赤褐色）の混合　径0．3－0．5cmの粗砂を20％含む。

4層5YR4／4（にぷい赤褐色）　炭化物を1％と径0．3～0．5cmの粗砂を20％含む。

5層10YR6／6（明黄褐色）　径0．3－0．5cmの粗砂を20％含む。

6層10YR6／8（明黄褐色）　テフラ層

く二二〕　2

∠二二⊃　3

（1：3）
10cm

第5図　全体図・土層断面図・出土石器実測図

第2表　出土石器観察表 （単位cm、g）

N o． 器　　 種 材　　 質 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 さ 備　　 考

1 剥 片 石 器 黒 曜 石 3 ．7 2 ．7 0 ．8 2 ．8 2 グ リ ッ ド出 土

2 打 製 石 斧 砂　　 岩 （1 2 ．9 ） 6 ．・7 2 ．1 2 2 1 ．0 欠 損 、 1 グ リ ッ ド出 土

3 打 製 石 斧 緑 泥 岩 8 ．6 4 ．7 1 ．3 6 1 ．0 4 グ リ ッ ド出 土

－9－



第IV章　福与中村遺跡の調査

第1節　調査方法と結果概要

調査の実施範囲は、事業地の執行年度に合わせ、平成9年度が523m2、平成10年度が800m2の各面積で

あり、前者を第1調査区、後者を第2調査区とした。

第1調査区での調査は、地形の変化が少ないものと予測される畑地を対象に、まず2本のトレンチを

設定し試掘を実施した。しかし、地表面からテフラ層確認面までが浅く、比較的近年のものと思われる

撹乱が数ヶ所みられたが、遺構の確認には至らなかった。遺物は、縄文中期土器、平安時代所産の須恵

器・土師器、中世後半から近世に及ぶと思われる陶器等、少量ではあるが出土している。

第2調査区においては、移転する家屋の撤去に伴い各段階で調査を実施した。手順としては、バック

ホーにて部分的に土層の堆積状況を確認しながら試掘を行い、その後地形の傾斜に併せてテフラ層直上

での表土を除去した。そして、人力による遺構上面確認作業後、検出した遺構を掘りあげ、随時遺構覆
（

土の断面測量、写真撮影、平面測量等の記録作業を進めた。グリッドは、調査範囲の形状に併せ、主軸

をN－250－E方向に任意に設定し、検出遺構の位置を落した。また標高は、工事用に設定したベンチマ

ークを利用し、必要に応じて任意に移動し測量に用いた。

遺構は、各種別ごとに検出順で任意に通し番号を付けた。検出遺構は以下のとおりである。

・竪穴住居址－2棟（縄文時代）・土坑－19基（縄文時代、時期不明）

第6図　福与中村遺跡調査区設定図（1：25，000）
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2次調査区

●　BM＝735．146m

？（1：200）5－m

2　　　　　　　　　　　3

B
－　735．7m

2

ヽ　′′一一一ノノ

ヽ、一′

層10YR3／3（暗褐色）　耕土。細砂を20％含む。

層　2，5YR4／8（赤褐色）カクラン（置土）。山砂、ローム粒子などを含む。

層　7．5YR3／2（黒褐色　カタラン。細砂を20％含むも

屑10YR4／4（褐色）　カクラン。白色の粘土状の土を含む。

屑　7，5YR4／4（褐色）　ローム粒子を50％、炭化物を1％含む。

（1：80）
0　　　　　　　　　　　　2m

O iI　　　　　　　　　［2

「－‾‾　‾

734．5m

土鯨＿

◎

734．5m

2号土坑

戯

3号土

二

8
4号土坑◎

5号土坑①

‾1号王琵‾嘲

9号土坑0

巨1㌫坑

土坑1置8号土坑15矧71笠諷

19号土坑

／戸ヽ

734．0m

11号土坑　l
坑10芸土坑孟3号土

6号土坑芸住馳払d』：、 ＼ヒソ

734．0m

l ・。／盲1 C す′

0　（1：200）5m
l

屑　5YR6／8（橙色）　カクラン（正土）。

層10YR4ノ3（にぷい黄褐色）　炭化物を1％、径0．5－1cmの礫を3％含む。

層10YR2／2（黒褐色）　ロトーム粒子を10％、径0．1－0．5cmの礫を5％含む。

層　5YR4／4（にぷい赤褐色）　ローム粒子を30％、径0．1－10cmの礫を5％含む。

第7区l　全体図・土層断面図
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第2節　遺構と遺物

1　竪穴住居址

1号住居址

遺構（第8図）　調査区の中央、B－7・C－7グリッドに位置する。検出箇所が調査範囲の境界部

にあたり、遺構の西部は未調査である。また、北東部は調査以前の削平により破壊を受け、北部は2号

住居址と重複関係にある。平面プランは、やや不整形ながら円形を呈するものと考えられ、直径5．5m前

後の規模を推定する。

壁の立上がりは10－20cmあまりで、床は全体的に軟弱で西にやや傾斜しており、僅かながら中央付近

で5～10cmの段差がみられた。柱穴は掘り込みの形状から、P2・P5・P6・P8・Pl。がそれにあたるも

のと思われる。

炉は、ほぼ中央部に位置する窪み（Pl）の法面に僅かながら火焼状況を示す痕跡がみられ、またその

邑734．1m

＼　ノ

且734．Im

＼／‾

三　二：ニ

且′　　　　⊥734．lm　⊥

D　734．2m

‾＼－／

臣！　　　旦734．2m

⊥734．Im　⊥

‾J （1：60）
0　　　　　′．．〃、、　　　2m

第8図　1号住居址実測図
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脇の床面に著しく火焼状況を残す痕跡がみられたが、明確にそれと断定できる根拠は得られなかった。

また、P7の直上及びPlとPl。間の床直上に、拳大の花崗岩を主とする礫が散在した状態で出土し、そ

のほとんどが火熟を受けていた。

第3表　1号住居址ピット一覧表

N n
規模 （cm）

平面形 断面形 覆　　　　 土　　　　　　 粘 性 締まり 備　 考
長 短 深

1 86 5 3 19 楕 円形 不整形 1 層1 0Y R 2／2 （黒褐色）　 組砂 を30％、 ロー ム粒子 を10％含む。 強 弱

2 44 4 0 56 円形 長方形 1 層1 0Y R 2／2 （黒褐色）　 組砂 を30％、 ロー ム粒子 を10％含む。 強 弱

3 52 3 4 37 楕 円形 不整形
1 層7．5Y R 3／2 （黒褐色）の混合　 径0．1－0．2cmの粗砂 を20％含

強 中
7．5Y R 5／6 （明褐色）　　　　 む。 ‾

4 53 3 4 27 楕 円形 半円形
1 層10 Y R 2／2 （黒褐色）　 粗砂 を30％、ローム粒子 を10％、炭

中 中
化物を 3 ％含む。

5 4 4 3 3 50 楕 円形 長方形 1 層1 0Y R 2／2 （黒褐色）　 粗砂 を30％、 ロー ム粒子 を10％含む。 強 弱

6 59 4 7 38 楕 円形 台形 1 層1 0Y R 2／2 （黒褐色）　 粗砂 を30％、 ロー ム粒子 を10％含む。 強 弱

7 99 5 6 42 楕 円形 三角形 1 層1 0Y R 2／2 （黒褐色）　 粗砂 を30％、 ロー ム粒子 を10％含む。 強 弱

8 （7 3） － 50 楕 円形 ？ 台形 1 層1 0Y R 2／2 （黒褐色）　 粗砂 を30％、ロー ム粒 子を10％含む。 強 弱

9 （39） （26） 円形 ？ 半円形 ？
1 層 5 Y R 4／4 （にぷい赤褐色）　 ローム粒子 を30％、径0．1－10 中 強

cmの礫を 5 ％含 む。

10 4 7 3 6 46 楕 円形 長方形 1 層1 0Y R 2／2 （黒褐色）　 粗砂 を30％、ロー ム粒 子を10％含む。 強 弱

11 4 6 3 3 35 楕 円形 長方形 1 層1 0Y R 2／2 （黒褐色）　 粗砂 を30％、ロー ム粒 子を1 0％含む。 強 弱

5

第9図　1号住居址出土土器実測図
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遺物（第9・10図）　土器は、縄文時代中期復業末の縄文系（結節）と沈線文系の2種が出土してい

るが、ほとんどが器形が判別できない小破片であった。また、釣手付深鉢の釣手部も3点みられる。石

器は、石鉄3点と打製石斧1点が出土している。また、炭化したドングリも十数点ほど出土している。

第4表　1号住居址出土土器観察表　（法量一上から口径、底径、高さ　単位cm）

No． 器　 種 法　 量 文　　　　　 様 調整 （内面） 胎　 土 色　 調 備　 考

1 深　 鉢

（24 ．8）

（19 ．1）

沈線区画の中に結節縄文。 石英粒 を含む 7 ．5Y R 5／4

（にぷい赤褐）

2 深　 鉢
－ 底部 に網代痕。 ナデ 雲母、石英粒、 2 ．5Y 5／4

10 ．8

（10 ．1）

沈線 区画の中に条線文。
l

礫 を含 む （黄褐）

第5表　1号住居址出土石器観察表　　　　　　　　　　　　（単位cm、g）

N o． 器　　 種 材　　 質 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 さ 備　　 考

2 4 石　　 鉄 黒 曜 石 1 ．8 1．7 0．4 0．5 無 茎 凹 基 、 先 端 部 鋭 利 、 脚 部 開 脚

2 5 石　　 鉄 黒 曜 石 2 ．0 1．5 0．4 0．8 無 茎 凹 基 、 長 い 鉄 身 、 丁 寧 な 調 整 剥 離

2 6 石　　 鉄 黒 曜 石 2 ．2 1 ．6 0 ．5 1．3 無 茎 平 基 ？

2 7 打 製 石 斧 砂　 岩 15 ．1 7 ．7 1．9 28 1．0

2号住居址

遺構（第11図）　調査区の中央部、C－6・7グリッドに位置する。本址も、調査範囲の境界部に検

出したため、遺構全体のプラン及び規模は不明である。しかし検出した範囲から想定すると、直径5m

前後の円形を呈すると思われる。

壁残高は40～50cmあまりで、壁下には柱穴Pl・P。～P5が1．2m間隔で配置される。壁下の周溝はな

く、床は掘り込み面であるテフラをほぼ全域に固く叩き締めているが、経穴より壁にかけてはやや軟弱
＼

であった。

炉は、本址のほぼ中央に位置する、内面に火焼状況を残す窪み（P8）がそれに相当するものであろう

か。

遺物（第12・13図）　土器は、床面直上とP7より器形を留める深鉢が出土している。1は無文の小型

品で、口綾部内外面と内面底に赤色顔料の付着（スクリーントーン表示）が確認される。2は括れがや

や弱い大型の樽形土器で、P7より破損した状態で出土している。3は沈線区画による結節縄文が施され

る。4は括れがない単純口緑の大型の樽形土器で、隆線による唐草文様が施文される。尚、石器は出土

していない。

本址出土土器を概観すると、縄文中期復業末の様相を示している。基本的に1号住居址との差は感じ

られない。
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1号住居址

1層5YR3／4（暗赤褐色）ローム粒子を3％、径0．1～5cmの粗砂及び礫を10％含む。

2層7．5YR4／6（褐色）ローム粒子を10％、径0．1～5cmの粗砂及び礫を10％含む。

3層5YR2／2（黒褐色）ローム粒子を1％、径0．1～5cmの粗砂及び礫を10％含む。

4層5YR4／4（にぷい赤褐色）ローム粒子を10％、焼土を3％、炭化物を3％、土器を僅かに含む。

5層5YR4／8（赤褐色）ローム粒子を10％、粗砂を10％含む。

6層7．5YR5／6（明褐色）

第11図2号住居址実測図

第6表2号住居址ピット一覧表

No．
規模（cm）

平面形 断面形 覆 土 備 考

長 短 深 粘性締まり

1 － － 34 楕円形？三角形 1層5 Y R 4／8 （赤褐色） ローム粒子を10％、粗砂を10％含む。 弱 中

2 （云0）（46） 24 楕円形．？ 台形 1層5 Y R 4／8 （赤褐色） ローム粒子を10％、粗砂を10％含む。 弱 中

3 44 34 24 楕円形 長方形
1層5 Y R4／3 （にぷい赤褐色） 径0．2～0．5cmの粗砂を10％含

む。
弱 弱

4 56 34 34 楕円形 台形
1層5 Y R4／3 （にぷい赤褐色） 径0．2～0．5cmの粗砂を10％含

む。
弱 弱

5 46 41 35 円形 長方形
1層5 Y R4／3 （にぷい赤褐色） 径0．2～0．5cmの粗砂を10％含

む。
弱 弱

6 （63） 24 楕円形？ 台形
1層5 Y R4／3 （にぷい赤褐色） 径0．2～0．5cmの粗砂を10％含

む。
弱 弱

7 69 楕円形？ 台形

1層5 Y R4／4 （にぷい赤褐色） ローム粒子を30％、径0．1～10

cmの礫を5％含む。
2層10Y R 2／3 （黒褐色） ローム粒子を10％含む。

中

中

強

中

書
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第12図　2号住居址出土土器実測図
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第13図　2号住居址出土土器拓影図

第7表　2号住居址出土土器観察表　（法量一上から口径、底径、高さ　単位cm）

N n 器　 種 法　 呈 文　　　　　 様 調 整 （内面 ） 胎　 土 色　 調 備　 考

1 小 型 鉢

10 ．5 無文 。 砂粒 、石 英粒 、 5 Y R 4／4

5 ．8

10 ．2

内 、外 面 共 に赤 彩 の痕 跡 あ り。

内面 にす す付 着 。

小 礫 を 多 く含 む （にぷ い赤 褐 ）

2 深　 鉢

3 4 ．0 縦 位 に推 定 7 条 か らな る波 状隆 線 文 ナ デ 4、礫 、 雲 母、 砂 7 ．5Y R 6／6

10 ．4

（3 8 ．1 ）

で 区画 され、 不 規 則 に射 状 沈線 で充

填 。

粒 、石 英粒 を 多

く含 む

（橙 ）

3 深　 鉢

28 ．2

（22 ．5 ）

楕 円形 沈 線 区画 の 中 に結 節 縄文 、 口 石英 粒 、小 礫 を 7．5Y R 3／3

縁 部 は 唐 草文 と楕 円形 の 沈 線 あ り。

頸 部 は 沈 線の 中 に刺 突 列 点文 。

含 む （暗 褐）

4 深　 鉢

40 ．6

（32 ．5）

隆 線 に よる渦 巻状 の模 様 を施 し、へ 石 英 、 雲母 を 多 5 Y R 5 ／6

ラ状 工具 で斜 状 沈線 を地文 。 く含 む （明 赤褐 ）

2　土　坑

遺構（第14図）　主に、円形ないし楕円形のプランを呈し、平面及び掘り込みの大小にかかわらず、

単独の小犬20基を土坑とした。

遺物（第15図）　土器等の遣物を伴うものとしては、比較的プラン形状が整った大型の土坑にその傾

向がみられる。縄文前期末（7、12、14号）と中期後菓末（1、3、6、8、11、15号）の2時期に大

別できるが、いずれも器形の判別できない小破片で、その量も少ない。

縄文前期末の土器の様相としては、ナデによる調整痕が残る無文のもの（11、13）と、単節縄文（12、

26）、無節の羽状ないし射状縄文（25、27－29）、結節状浮線文（22）、半裁竹管状工具の押し引きによる

射状沈線文（23、24）がみられる。中期後葉末については、各住居址出土のそれと大きな違いはみられ

ない。
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第8表　土坑一覧表

No．

規模（cm）

平面形 断面形 備　 考

長 短 深 粘　性締まり

1 97 89 23 円形 楕円形

1 層10Y R 2／2 （黒褐色） ロ二ム粒子を 3 ％、粗砂を 5 ％含む。 中 弱

2 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を 5 ％含む。 弱 弱

3 層7．5Y R 5／8 （明褐色）　 ローム層 強 強

2 76 54 16 不整形 楕円形

1層10Y R 2／2 （黒褐色）　 ローム粒子を 3 ％、粗砂を 5 ％含む。 中 弱

2 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を 5 ％含む。 弱 弱

3 層7．5Y R 5／8 （明褐色）　 ローム層 強 強

3 142 98 15 楕円形 台形 1 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を 5 ％含む。 弱 弱

4 43 37 13 円形 台形 1 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を 5 ％含む。 専守 弱

5 39 29 37 円形 台形 1 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を 5 ％含む。 弱 弱

6 121 105 22 円形 半円形
1 層10Y R 2／2 （黒褐色）　 ロー．ム粒子を3 ％、粗砂を 5 ％含む。 中 弱

2 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を5 ％含む。 弱 弱

7 71 56 31 楕円形 台形
1 層10Y R 2／2 （黒褐色）　 ローム粒子を 3 ％、粗砂 を 5 ％含む。 中 弱

2 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を5 ％含む。 弱 弱

8 139 81 22 楕円形 不整形 1 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を5 ％含む。 弱 弱

9 38 31 12 円形 牟形 1 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂 を5 ％含む。 弱 弱

10 70 45 27 不整形 楕円形 1 層10Y R 2／2 （黒褐色）　 ローム粒子を 3 ％、粗砂 を5 ％含む。 中 弱

11 193 91 48 楕円形 台形

1層7．5Y R 2／1 （黒色）　　 土器を 1 ％含む。 強 強

2層7．5Y R 2／3 （極暗褐色）土器を 1 ％、径 1 ～15cm の礫を5 ％、 強 強

ローム粒子を 5 ％含む。

3 層7．5Y R 6／6 （橙色）　　 ローム層

12 170 153 62 円形 台形

1層10Y R 2／2 （黒褐色）　 ローム粒子を 3 ％、粗砂を 5 ％含む。 中 弱

2 層7．5Y R 3／3 （暗褐色）　 ローム粒子を10％、径0．°5－ 7 cmの礫 強

弱

弱

弱

を10％、粗砂を 5 ％、土器を含む。

3 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を 5 ％含む。

13 30 25 21 円形 台形

14 92 82 33 円形 半円形 1 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を 5 ％含む。 弱 弱

15 108 41 25 1 層10Y R 2／2 （黒褐色）　 ローム粒子を3 ％、粗砂を 5 ％含む。 中 弱
D 17、18と

重複

16 95 72 30 楕円形 台形 1 層10Y R 4／6 （褐色）　　 ローム粒子を10％、粗砂を 5 ％含む。 弱 弱

17 106 93 58 楕円形 台形 1 層10Y R 2／2 （黒褐色）　 ローム粒子を 3 ％、粗砂 を 5 ％含む。 中 弱
D 15、18 と

重複

18 123 67 39 楕円形 台形 1 層10Y R 2／2 （黒褐色）　 ローム粒子を 3 ％、粗砂 を 5 ％含む。 中 弱
D 15、17 と

重複

19

20

119

48

115

41

45

25

円形

円形

台形

半円形

1 層10Y R 2／2 （黒褐色）　 炭化物を 5 ％、ローム粒子を 3 ％、 強

強

強

強

中

中

中

中

径0．1～0．5cmの粗砂を10％含む。

2層10Y R 2／2 （黒褐色）の混合　 ローム粒子20％、径 1 ～ 3 cm

10Y R 5／8 （黄褐色）　　　　 の粗砂及び礫をを10％含む。

3 層10Y R 2／4 （極暗赤褐色）　 ローム粒子を30％、径0．1～0．5

cmの粗砂を10％含む。

4 層10Y R 6／8 （明黄褐色）　 ローム層、径0．1cm以下の細砂 を30

％を含む。
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3　遺構外出土遺物（第15図）

遺構上面確認作業時に出土した遺物を総括し、報告する。

縄文土器は、文様及び胎土等の特徴から、前期末（2－8）、中期複葉末（1・9－12）、晩期後半（13・

14）がみられる。石器は、黒曜石の小破片と打製石斧（15・16）が僅かながら出土している0

また、平安時代所産と思われる須恵器片の他、中世後半所産と思われる捨鉢等の陶器片、近世から近

代所産と思われる染付等の陶・磁器片が少量ながら出土している。
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第16図　遺構外出土遺物実測図・拓影図

第9表　遺構外出土石器観察表 （単位e恥　g）

Nn 券　　 種 材　　 質 長　 さ 幅 厚　 さ 重　 さ 備　　 考

15 打 製石 斧 砂　　 岩 15 ．0 7 ．2 2 ．1 22 0 ．0

16 打 製石 斧 砂　　 岩 （11 ．7） 8 ．5 2 ．4 30 2 ．0 上 下 と もに欠 損
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第Ⅴ章　まとめ
箕輪町福与地籍は、地形及び水利、気候等格好の自然条件に恵まれており、古くは旧石器時代後期か

ら数多くの貴重な遺跡が所在する、町内においても歴史的に重要な地域である。特に、室町・戦国の世

になると、藤沢氏によって「福与城」が築かれ、その頃に集落形成がなされ現在に至っていると言える。

さて、当地城における埋蔵文化財の調査は、福与大原遺跡（昭和52・53年度）、上金遺跡（昭和61年
ヽ

度）、郷沢遺跡（平成3年度）と実施され、大きな成果を得ている。また、平成6－8年度に実施した遺

跡詳細分布調査では、今まで不明な点の多かった当地城の遺跡分布状況を再編し、判の木沢の両岸に位

置する福与城東遺跡と福与中村遺跡を新たに周知の遺跡として登録し、調査の実施に至った。

福与城東遺跡の結果としては、予測される遺跡地の隣接地ということもあり、近接する福与城跡との

関連性は愚か、遺跡の内容及び性格等を知り得ることはできなかった。

福与中村遺跡においては、今回縄文時代前期末‾と‾中期後菓最終段階の集落遺跡であることが確認でき

た。あくまでも道路建設予定幅での極限られた範囲での調査であったが、判の木沢の左岸に帯状に広が

ると予測される同時期の遺跡地の存在を確認できたことで、一応の成果が得られたと思う。また、今回

の調査では遺構の確認には至らなかったが、縄文時代晩期、平安時代、中世後半の遺物も少量ながら確

認しており、同時期における生活址の存在も大いに示唆できるものである。今後、福与城の築造前後に

おける集落ないし村落の成り立ちと、城を中心とした三日町地籍を含めた当地城一帯の現在に至る発展

の歴史を究明していく上で、今回の調査結果がその一助となれば幸いである

なお末筆にあたり、調査及び本書の作成に深いご理解とご協力をいただいた上伊那地方事務所をはじ

め、地元福与区並びに地域住民の皆様、そして調査にご尽力いただいた調査関係者の皆様方に、本書の

刊行をもって心より感謝申し上げます。

末木　健

長野県史刊行会

長野県史刊行会

三上徹也

箕輪町誌編纂刊行委員会

箕輪町誌編纂刊行委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

箕輪町教育委員会

参考文献（編著者名50音順）

1988　「曾利式土器様式」　縄文土器大観3　中期II　小学館

1985　長野県史　考古資料編　仝1巻（3）　中・南信版

1988　長野県史　考古資料編　全1巻（4）　遺構・遺物

1988　「唐草文系土器様式」　縄文土器大観3　中期II　小学館

1976　箕輪町誌　第1巻　自然・現代編

1986　箕輪町誌　第2巻　歴史編

1978　『福与大原第一遺跡』

1979　『福与大原第二・三遺跡』

1987　『上金遺跡』

1992　『郷沢遺跡』

1997　「箕輪町遺跡詳細分布調査報告書」
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福与城東遺跡調査地遠景

（南東より）

第7グリット土層堆積状況



福与中村遺跡調査地遠景

（南方より）

第1次調査区全景

第1トレンチ土層堆積状況



第2次調査区全景1

第2次調査区全景2

土層堆積状況



2号住居址遺物出土状況



15・17・18号土坑



I2－I

1号住居址出土土器

出土遺物1



土坑・遺構外出土土器

1号住居址出土釣手土器・把手

ll●細嶋

Illl

表
書

▲
看
ず

l着Ill　●

出土炭化ドングリ

出土遺物2

Å　鎖

出土石器1

11▲
▲・l

出土石器2



報　告　書　抄　録



福与城東遺跡
福与中村遺跡

平成9・10年度県単農道整備事業福与地

区に伴う埋蔵文化財緊急発掘調査報告書

平成11年3月21日　　　印刷

平成11年3月21日　　　発行

発行所　長野県上伊那郡箕輪町教育委員会

印刷所　ほお　ず　き　書籍株式会社

長野県長野市柳原2133－5


